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民
間
会
社
で
は
計
数
管
理
が
大

事
で
あ
る
。

市
長
　
な
か
な
か
数
字
を
示
せ

ず
申
し
訳
な
い
。

問
　
事
業
の
施
行
者
と
な
っ
た

鹿
島
建
設
の
出
身
者
が
準
備
会

の
副
会
長
を
し
て
い
る
。ま
た
、

事
業
者
の
募
集
要
項
を
市
の
窓

口
で
配
布
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

都
市
整
備
部
長
　
要
項
の
内
容

に
は
触
れ
ず
配
布
だ
け
を
し
た
。

問
　
準
備
会
を
丸
抱
え
で
援
助

す
る
正
当
性
は
あ
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
疑
義
が
生
じ

る
こ
と
は
申
し
訳
な
い
。

問
　
今
後
何
百
億
円
と
出
し
て

い
く
の
に
、
な
ぜ
、
あ
せ
っ
て

不
透
明
な
こ
と
を
す
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
事
業
へ
の
同

意
取
得
の
遅
れ
も
あ
り
、
大
分

前
倒
し
し
す
ぎ
た
感
は
あ
る
。

問
　
本
市
職
員
は
一
方
的
に
賛

成
者
の
準
備
会
に
肩
入
れ
し
て

き
た
が
、正
当
性
は
あ
る
の
か
。

市
長
　
準
備
会
に
は
市
の
要
綱

に
基
づ
き
、
財
政
・
技
術
面
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
昨
年
の
1
億
2
6
0
0
万

円
の
補
助
金
な
ど
、
お
か
し
い

と
言
い
続
け
て
き
た
。
内
情
が

こ
の
よ
う
に
ず
さ
ん
で
、
そ
れ

を
市
民
に
知
ら
せ
て
い
な
い
こ

と
が
問
題
だ
。
今
後
ど
れ
く
ら

い
の
予
算
を
つ
ぎ
込
む
の
か
。

市
長
　
ま
ち
づ
く
り
の
公
共
性

を
も
っ
て
、
技
術
面
、
金
銭
面

の
支
援
を
し
て
い
く
。

小
中
学
校
の
土
曜
授
業

問
　
文
部
科
学
省
は
公
立
小
中

学
校
の
土
曜
授
業
を
解
禁
し
た

が
、
教
育
委
員
会
の
対
応
は
。

教
育
長
　
特
段
の
対
応
は
し
て

い
な
い
。
社
会
状
況
や
、
学
校

現
場
、
家
庭
・
地
域
の
意
向
を

踏
ま
え
考
え
て
い
き
た
い
。

問
　
父
兄
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
っ
て
調
べ
た
ら
ど
う
か
。

教
育
長
　
保
護
者
は
基
本
的

に
、土
曜
授
業
に
賛
成
で
あ
る
。

単
純
に
ア
ン
ケ
ー
ト
だ
け
で
は

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

平
塚
自
民
ク
ラ
ブ

金
子
　
修
一 
議
員

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
大
神

地
区
土
地
区
画
整
理

組
合
設
立
準
備
会

問
　
準
備
会
の
報
告
に
よ
る
土

地
区
画
整
理
事
業
へ
の
賛
同
者

の
割
合
を
伺
う
。

市
長
　
人
数
で
は
63
％
、
面
積

で
は
52
％
の
同
意
で
あ
る
。

問
　
昨
年
の
6
月
定
例
会
で
、

市
長
は
「
１
0
0
％
近
い
合
意

を
求
め
る
」と
言
っ
て
い
た
が
、

昨
日
の
答
弁
で
は
80
～
90
％
以

上
が
妥
当
だ
と
答
え
た
。
ト
ー

ン
ダ
ウ
ン
し
て
い
な
い
か
。

市
長
　
最
初
は
大
き
な
数
字
を

示
し
た
が
、
高
い
同
意
率
を
求

め
る
と
い
う
意
味
で
は
、
今
の

表
現
も
同
じ
と
考
え
て
い
る
。

問
　
市
長
が
「
１
0
0
％
」
と

言
え
ば
、
議
員
や
市
民
は
そ
の

よ
う
に
理
解
す
る
も
の
だ
。

市
長
　
同
意
は
多
い
方
が
よ

い
。
そ
の
中
で
の
数
字
の
「
表

現
」だ
と
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

問
　「
理
解
い
た
だ
き
た
い
」

と
い
う
抽
象
的
な
表
現
は
非
常

に
不
合
理
で
あ
る
。

都
市
整
備
部
長
　
土
地
区
画
整

理
法
で
は
、
３
分
の
2
以
上
の

同
意
が
必
要
で
あ
る
。

問
　
３
分
の
2
の
同
意
で
成
功

す
る
自
信
が
あ
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
３
分
の
2
で

は
、
成
功
は
難
し
い
。

問
　
お
金
を
使
う
の
だ
か
ら
、

吉
野
　
和
美 

議
員

平
塚
市
橋
り
ょ
う

長
寿
命
化
修
繕
計
画

問
　
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕

計
画
に
よ
る
と
、
本
市
は

2
１
6
橋
を
管
理
し
て
お
り
、

今
後
8
年
間
で
46
橋
の
修
繕
な

ど
を
実
施
す
る
。
実
効
性
の
高

い
維
持
管
理
体
制
が
機
能
し
な

け
れ
ば
、
将
来
に
不
安
を
感
じ

る
の
で
は
な
い
か
。

土
木
部
長
　
本
計
画
は
、補
修

す
る
橋
り
ょ
う
の
優
先
順
位
や
、

今
後
8
年
間
の
修
繕
計
画
を
定

め
て
い
る
。
こ
れ
を
基
に
必
要

な
補
修
を
実
施
し
、
健
全
度
の

レ
ベ
ル
を
高
め
、
よ
り
実
効
性

の
あ
る
維
持
管
理
を
し
て
い
く
。

問
　
維
持
管
理
予
算
を
抑
え
て

き
た
結
果
、
点
検
結
果
や
現
場

の
声
を
行
政
に
反
映
で
き
ず
、

何
度
か
の
警
鐘
も
生
か
さ
れ
な

か
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
で
、

今
後
の
保
全
体
制
を
十
分
に
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

土
木
部
長
　
社
会
資
本
整
備
交

付
金
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、

維
持
管
理
に
必
要
な
予
算
を
確

保
し
、
技
術
力
の
向
上
と
人
材

育
成
を
計
画
的
に
図
っ
て
い
く
。

問
　
本
計
画
の
修
繕
の
対
象
と

な
ら
な
い
、
残
り
１
7
0
橋
の

財
源
の
確
保
は
で
き
る
の
か
。

土
木
部
長
　
予
算
に
つ
い
て
は

平
準
化
を
図
り
、
今
後
の
計
画

の
策
定
に
努
め
て
い
き
た
い
。

国
土
強
靭
化
基
本
法

か
ら
の
取
り
組
み
は

問
　
地
震
に
よ
る
橋
の
被
害
は

地
域
社
会
、
地
域
経
済
に
与
え

る
影
響
が
大
き
い
。
相
模
川
に

架
か
る
湘
南
大
橋
、
馬
入
橋
、

湘
南
銀
河
大
橋
、
神
川
橋
に
対

し
て
、
保
全
の
た
め
の
点
検
や

診
断
、補
修
補
強
を
す
る
よ
う
、

国
と
県
に
強
く
求
め
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

土
木
部
長
　「
道
路
整
備
推
進

期
成
同
盟
会
」
や
「
関
東
国
道

協
会
」
な
ど
を
通
じ
、
国
や
県

に
要
望
し
て
い
る
。

問
　
先
の
4
橋
は
国
の
国
土
強

靭
化
策
の
「
東
西
分
断
対
策
」

の
対
策
路
線
と
な
る
の
か
。

土
木
部
長
　
国
土
強
靭
化
基
本

計
画
で
は
地
域
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
分
断
を
最
悪
の
事
態

と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
県
で
は

緊
急
輸
送
の
骨
格
を
な
す
路
線

と
し
て
、
本
市
域
内
の
9
路
線

を
指
定
し
て
い
る
。

問
　
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
計
画
で

は
、
新
橋
の
整
備
が
考
え
ら
れ

て
い
る
。
国
土
強
靭
化
対
策
か

ら
、
今
後
ど
の
よ
う
な
検
討
や

調
整
が
必
要
と
な
る
の
か
。

土
木
部
長
　
東
西
分
断
対
策
か

ら
も
国
土
強
靭
化
に
資
す
る
よ

う
県
と
調
整
し
て
い
く
。

臼
井
　
照
人 

議
員

資
源
再
生
物
に
つ
い
て

問
　
資
源
再
生
物
の
持
ち
去
り

対
策
と
し
て
実
施
し
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ

を
活
用
し
た
追
跡
調
査
の
成
果

を
伺
う
。

環
境
部
長
　
本
年
3
月
末
ま
で

に
8
回
実
施
し
た
が
、
持
ち
去

り
行
為
は
な
か
っ
た
。
平
成
26

年
度
も
継
続
し
て
お
り
、
巡
回

パ
ト
ロ
ー
ル
も
強
化
す
る
。

問
　
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
は
単
に

持
ち
去
り
行
為
を
抑
止
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
本
市
が
犯
罪
に

対
し
て
す
き
を
な
く
す
こ
と
に

つ
な
が
る
。
持
ち
去
り
対
象
が

新
聞
か
ら
金
属
類
に
移
行
し
て

い
る
が
、
そ
の
追
跡
は
行
わ
な

い
の
か
。

環
境
部
長
　
県
内
の
リ
サ
イ
ク

ル
団
体
の
動
き
を
見
て
、
対
応

が
で
き
れ
ば
実
施
し
た
い
。

問
　
使
用
済
み
小
型
家
電
の
収

集
は
ど
の
よ
う
に
扱
う
の
か
。

環
境
部
長
　
10
月
か
ら
地
区
公

民
館
な
ど
の
公
共
施
設
で
デ
ジ

カ
メ
や
携
帯
端
末
な
ど
手
の
ひ

ら
サ
イ
ズ
の
小
型
家
電
を
回
収

す
る
実
証
事
業
を
行
う
。

問
　
そ
れ
よ
り
大
き
い
小
型
家

電
の
扱
い
は
ど
う
す
る
の
か
。

環
境
部
長
　
実
証
事
業
の
結
果

を
踏
ま
え
、
対
象
と
な
る
品
目

や
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
場
所

を
ゼ
ロ
か
ら
見
直
そ
う
と
考
え

て
い
る
。

問
　
本
格
実
施
に
移
行
す
る
際

は
、
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由

な
方
で
も
排
出
で
き
る
方
法

を
、
庁
内
で
連
携
し
て
検
討
し

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
回
収
し
た

小
型
家
電
は
ど
の
よ
う
に
処
理

す
る
の
か
。

環
境
部
長
　
今
回
の
実
証
事
業

で
は
、
資
源
化
を
担
う
民
間
企

業
と
共
同
で
取
り
組
む
。
小
型

家
電
は
市
が
直
営
で
回
収
し
、

企
業
が
資
源
化
し
て
い
く
。

問
　
昨
年
、「
水
銀
に
関
す
る

水
俣
条
約
」
が
採
択
さ
れ
た
。

蛍
光
灯
に
も
水
銀
が
含
ま
れ
て

い
る
が
、
収
集
方
法
に
変
更
は

な
い
の
か
。

環
境
部
長
　
国
の
動
向
を
注
視

し
、国
の
方
針
に
基
づ
き
収
集
・

運
搬
方
法
を
検
討
す
る
。

問
　
現
在
、
県
内
で
独
自
の
蛍

光
灯
の
資
源
化
処
理
を
行
っ
て

い
る
自
治
体
は
あ
る
か
。

環
境
部
長
　
県
内
19
市
の
う
ち

15
市
が
、
14
町
村
の
う
ち
8
町

が
行
っ
て
い
る
。

問
　
か
け
が
え
の
な
い
地
球
を

水
銀
の
被
害
か
ら
守
る
た
め
に

蛍
光
灯
の
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
を

す
る
よ
う
ず
っ
と
言
い
続
け
て

き
た
が
、
な
ぜ
、
本
市
は
今
ま

で
行
わ
な
か
っ
た
の
か
。

環
境
部
長
　
内
部
で
協
議
を
重

ね
た
た
め
時
間
が
か
か
っ
た

が
、
本
年
10
月
か
ら
試
行
し
て

い
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

質総
問括
主な質問と答弁

6
月
定
例
会

ご覧ください 平塚市議会ホームページ
　市議会ホームページでは、会議の日程、議案の一覧や審議
結果などを掲載しています。音声版の議会だよりやウェブ版
会議録も、ホームページからご利用いただけます。

　６月定例会の会議録は８月下旬に掲載します。

平塚市議会 検索

　
議
案
2
件
を
審
査
し
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

●
議
案
第
49
号
「
平
成
26
年

度
平
塚
市
一
般
会
計
補
正
予

算
」

問
　
民
間
保
育
所
の
支
援
事

業
に
よ
る
待
機
児
童
対
策
に

関
す
る
予
算
の
補
正
を
行
う

が
、
そ
の
効
果
を
伺
う
。

答
　
6
月
1
日
現
在
、
市
内

に
は
94
人
の
待
機
児
童
が
い

る
が
、
う
ち
33
人
が
大
野
地

区
と
豊
田
地
区
に
い
る
。今

回
の
予
算
で
民
間
保
育
所
の

分
園
や
建
て
替
え
を
行
い
、

大
野
地
区
で
は
1
0
5
人
の

定
員
増
と
な
る
。他
園
で
も

増
改
築
で
定
員
増
と
な
り
、

市
内
全
域
で
効
果
が
あ
る
。

問
　
民
間
保
育
園
の
保
育
士

の
人
数
や
質
を
確
保
す
る
た

め
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
国
の「
安
心
こ
ど
も
基

金
」
を
活
用
し
た
「
保
育
士

等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事
業

補
助
金
」
と
い
う
補
助
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
保
育
士
の

処
遇
改
善
の
た
め
の
補
助
金

を
交
付
し
て
い
る
。
こ
れ
を

活
用
し
て
、
質
の
高
い
保
育

士
の
確
保
に
努
め
て
も
ら
っ

て
い
る
。

　
議
案
3
件
を
審
査
し
、
す

べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

●
議
案
第
45
号
「
市
街
化
調

整
区
域
に
お
け
る
都
市
計
画

法
第
34
条
第
12
号
の
規
定
に

よ
る
開
発
許
可
等
の
基
準
に

関
す
る
条
例
」

問
　
条
例
の
提
案
ま
で
の
経

緯
や
そ
の
理
由
を
伺
う
。

答
　
平
成
13
年
度
に
本
市
が

特
例
市
に
移
行
す
る
に
当

た
っ
て
、
県
か
ら
「
市
街
化

調
整
区
域
に
お
け
る
開
発
行

為
の
審
査
」
に
つ
い
て
の
権

限
が
委
譲
さ
れ
、
そ
の
際
に

平
塚
市
開
発
審
査
会
を
設
置

し
た
。
当
時
、
開
発
審
査
会

と
市
と
で
意
見
交
換
し
、
案

件
の
審
議
を
よ
り
慎
重
に
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
条
例

化
は
し
な
か
っ
た
。
昨
年
度

基
準
が
一
部
改
正
さ
れ
た
の

を
機
に
、
事
務
改
善
の
観
点

か
ら
条
例
を
制
定
す
る
こ
と

と
し
た
。

●
議
案
第
49
号
「
平
成
26
年

度
平
塚
市
一
般
会
計
補
正
予

算
」

問
　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
の
助
成
金
を
活
用

し
、
防
災
活
動
に
必
要
な
備

品
の
購
入
費
用
を
助
成
す
る

が
、
女
性
防
災
組
織
と
消
防

団
と
の
連
携
の
状
況
を
伺
う
。

答
　
自
主
防
災
訓
練
は
、
平

成
25
年
度
は
年
間
で
85
件
ほ

ど
行
わ
れ
た
。
訓
練
に
女
性

防
災
組
織
は
37
回
参
加
し
た

が
、
そ
の
う
ち
10
回
ほ
ど
地

域
の
消
防
団
の
方
々
も
連
携

し
な
が
ら
活
動
し
て
い
た
だ

い
た
。

都
市
建
設
常
任
委
員
会

環
境
厚
生
常
任
委
員
会


